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水
と
緑
の
保
全
の
た
め
の

「
み
ど
り
の
課
」
設
置
に

つ
い
て

問
①
今
や
世
界
的
な
運
動
と
し
て
、

庁
水
と
緑
の
保
全
々
に
つ
い
て
、
官

民
一
体
の
努
力
が
始
ま
っ
て
い
る
。

当
市
も
、
「
水
と
緑
の
環
境
保
全

協
議
会
」
や
「
み
ど
り
の
課
」
を
設

置
し
て
、
雨
水
浸
透
対
策
や
緑
地
・

湧
水
地
区
の
保
護
に
本
腰
を
入
れ
て

は
ど
う
か
。

②
他
市
で
採
用
を
始
め
た
雨
水
桝

の
奨
励
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
の
考

え
は
ど
う
か
。

③
今
や
枯
渇
寸
前
の
本
願
清
水
の

保
全
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
①
現
在
、
保
全
対
策
に
関
す
る

調
査
・
審
議
機
関
を
多
く
設
置
し
て

い
る
の
で
、
「
み
ど
り
の
課
」
等
の

設
立
は
考
え
て
い
な
い
。

②
こ
の
よ
う
な
、
雨
水
の
浸
透
対

策
は
当
市
の
よ
う
な
降
雪
地
帯
、
凍

結
を
み
る
よ
う
な
自
然
環
境
の
中
で

は
、
あ
ま
り
効
果
が
な
く
、
ま
た
、

地
下
水
の
酒
養
源
に
も
大
し
た
効
果

が
な
い
と
の
考
え
方
で
あ
っ
た
が
、

今
後
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
再
検
討

し
た
い
。

③
本
願
清
水
の
枯
渇
は
憂
慮
す
べ

き
現
状
と
思
っ
て
い
る
。
今
年
は
降

雨
量
が
例
年
に
な
く
少
な
く
、
積
雪

も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
も
原
因

で
、
現
在
も
湧
水
が
な
い
。

こ
の
地
下
水
の
湧
水
問
題
等
も
含

め
て
、
イ
ト
ヨ
の
保
護
に
つ
い
て
は

今
後
、
検
討
を
重
ね
て
最
善
の
努
力

を
し
て
い
く
。

職
員
の
適
正
な
配
置
と
能
力

の
開
発
に
つ
い
て

問
行
政
マ
ン
の
体
質
強
化
が
、
二

十

一
世
紀
の
飛
躍
の
根
底
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
で
は
職
員

を
減
ら
す
こ
と
が
先
行
し
、
行
政
の

プ
ロ
を
育
成
す
る
努
力
が
欠
け
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。

中
枢
の
部
門
ま
で
も
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
す
る
例
が
増
え
て
い

る
が
、
各
部
門
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

育
て
、
行
政
の
プ
ロ
を
育
成
す
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

答
職
員
の
適
正
配
置
・
能
力
開
発

は
誠
に
重
要
で
あ
る
の
で
、
事
務
決

裁
規
程
を
改
正
し
て
、
時
宜
に
適
し

た
権
限
委
譲
、
責
任
体
制
の
確
立
に

努
め
て
い
る
。

ま
た
、
広
く
職
員
に
職
務
に
関
し

て
、
意
欲
と
責
任
を
も
た
せ
る
観
点

か
ら
も
、
各
種
研
修
を
実
施
し
た
い
。

職
員
は
そ
の
道
の
プ
ロ
で
あ
る
と

の
認
識
に
立
っ
て
、
各
職
種
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
大

き
く
期
待
し
て
い
る
。

総
合
病
院
の
建
設
に
つ
い
て

問
①
病
院
建
設
認
可
申
請
を
県
へ

提
出
し
て
い
る
医
誠
会
病
院
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

②
民
間
総
合
病
院
の
誘
致
運
動
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

③
今
回
の
選
挙
戦
で
、

「
医
師
会

の
協
力
を
得
て
百
床
以
上
の
総
合
病

院
を

一
、
二
年
の
中
に
誘
致
す
る
こ

と
に
、
政
治
生
命
を
か
け
て
取
り
組

む
。
」
と
公
約
し
た
が
、

ベ
ッ
ド
百

床
以
上
は
可
能
な
の
か
。

④
政
治
生
命
を
か
け
る
と
い
う
意

味
ほ
。
⑤
総
合
病
院
と
は
ど
の
病
院
か
。

⑥
着
工
時
期
は
、
い
つ
ご
ろ
を
目

途
に
考
え
て
い
る
の
か
。

⑦
最
近
、
勝
山
病
院
を
大
野
市
近

隣
に
移
転
さ
せ
る
話
を
聞
く
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
①
こ
の
申
請
書
は
、
大
野
保
健

所
経
由
で
県
知
事
に
提
出
さ
れ
た
も

の
で
、
今
、
大
野
市
と
し
て
ど
う
こ

う
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
市
民
運
動
と
し
て
認
め
る
認
め

な
い
と
い
う
問
題
で
な
く
、
こ
れ
は

今
後
も
続
く
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

理
解
し
て
い
る
。

③
今
回
の
選
挙
に
お
け
る
市
民
の

強
い
期
待
等
を
踏
ま
え
、
医
師
会
の

温
か
い
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

④
不
退
転
の
決
意
で
臨
む
と
い
う

こ
と
で
、
強
い
意
気
込
み
を
示
し
た
。

⑤
高
度
医
療
が
図
ら
れ
る
こ
と
、

そ
れ
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
で
あ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
済
生
会
病
院
に
絞

っ
て
最

善
の
努
力
を
し
て
い
く
。

⑥
な
る
べ
く
早
い
着
工
を
目
指
し

て
、
向

一
層
努
力
す
る
。

⑦
正
式
に
聞
い
て
い
な
い
の
で
、

コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
。

リ
ゾ
ー
ト
の
経
過
と
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て

問

「奥
越
高
原
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」

の
現
在
ま
で
の
経
過
お
よ
び
今
後
の

進
め
方
に

つ
い
て
、
ま
た
五

つ
の
ク

ラ
ス
タ
l

(重
点
整
備
地
区
)
の
う

ち
、
当
市
の
三
つ
に
つ
い
て
現
況
を

報
告
願
い
た
い
。

答
平
成
元
年
五
月
二
日
に
、
国
土

庁
へ

「奥
越
高
原
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」

の
基
礎
調
査
資
料
を
提
出
し
、
関
係

六
省
庁
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
受
け
る
。

同
年
十
二
月
二
十
七
日
に
基
礎
調

査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
お
お
む
ね

④⑧⑧⑨  
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公平委員会委員の選任

に同意

南

妥
当
と
の
通
知
を
受
理
す
る
。

平
成
二
年
三
月
七
日
、
基
本
構
想

の
承
認
申
請
書
を
提
出
す
る
。

同
年
五
月
二
十
八
日
、
国
土
庁
長

官
よ
り
承
認
書
が
交
付
さ
れ
る
。

以
上
が
、
今
ま
で
の
経
過
で
あ
る
。

承
認
さ
れ
た
重
点
整
備
地
区
と
し

て
、
市
街
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
区

は

「
歴
史
都
市
」
の
形
成
を
目
指
し

六
呂
師
高
原
地
区
を
「
星
の
降
る
里
」

銀
杏
峰
お
よ
び
宝
慶
寺
周
辺
地
区
は

「
修
養
の
里
」
と
し
て
形
成
す
る
こ

と
を
開
発
テ
l
マ
に
掲
げ
て
、
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
市

開
発
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
基
本

的
な
実
施
計
画
の
作
成
と
開
発
主
体

と
な
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
構
築
準
備

に
入
る
予
定
で
あ
る
。

正
式
な
計
画
が
煮
詰
ま
っ
た
段
階

で
、
地
元
交
渉
を
開
始
し
、
市
民
各

位
の
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

た
い
。
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五
万
人
都
市
を
目
指
す
施
策

や
工
業
出
荷
額
倍
増
施
策
に

つ
い
て

問
当
市
で
は
新
規
学
卒
者
の
六
五

パ
ー
セ
ン
ト
が
市
外
へ
流
出
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

市
民
所
得
は
県
下
で
も
低
位
で
、

工
業
の
事
業
所
数
も
少
な
い
現
状
で
、

工
業
出
荷
額
倍
増
施
策
は
可
能
か
。

全
国
的
に
人
手
不
足
が
深
刻
で
あ

る
な
か
で
、
「
第
三
次
大
野
市
基
本

構
想
」
の
中
身
は
ど
れ
だ
け
実
現
の

可
能
性
が
あ
る
か
。

答
こ
れ
か
ら
迎
え
る
二
十
一
世
紀

は
何
と
し
て
も
五
万
都
市
達
成
を
目

標
に
進
め
る
と
い
う
の
が
第
三
次
の

基
本
構
想
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
人
口
の
流

出
を
防
ぐ
こ
と
が
一
番
の
急
務
で
あ

る
。
特
に
、
若
者
を
い
か
に
し
て
市

内
に
定
住
さ
せ
る
か
に
併
せ
て
、
市

外
に
出
て
い
る
若
者
を
U
タ
ー
ン
さ

せ
る
施
策
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

当
面
す
る
最
大
の
課
題
で
あ
る
。

今
春
の
奥
越
四
高
校
の
新
規
学
卒

者
の
う
ち
、
地
元
就
職
者
は
三
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
い
う
大
変
寂
し
い
状
況
で

あ
る
。就
職
に
つ
い
て
若
者
が
望
ん
で
い

る
の
は
魅
力
あ
る
企
業
で
あ
り
、
快

適
な
職
場
環
境
・
生
活
環
境
で
あ
る
。

こ
の
望
み
に
沿
う
に
は
、
工
業
団

地
を
造
成
し
て
こ
の
要
望
に
適
合
す

る
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
公
園
・
緑
地
・
商
庖
街
の

整
備
な
ど
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、

必
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
若
者
が
定
住
し
、
人

口
が
増
え
て
い
く
街
に
な
る
と
思
う
。

ま
た
、
工
業
出
荷
額
一
千
億
円
以

上
達
成
を
目
指
す
具
体
的
な
計
画
を

今
、
職
員
の
間
で
策
定
中
で
あ
る
。

水
行
政
の
発
想
の
転
換
に

つ
い
て

岡
市
長
は
、
公
約
と
し
て
上
水
道

事
業
の
推
進
を
表
明
し
た
が
、
上
水

道
建
設
の
前
に
、
地
下
水
を
公
共
の

財
産
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
コ
ス
ト

負
担
の
シ
ス
テ
ム
を
作
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

ま
た
、
地
下
水
の
保
全
の
た
め
に

酒
養
源
の
確
保
、
地
下
水
利
用
の
合

理
的
配
分
に
力
を
い
れ
る
べ
き
で
は

h
L
1

、
。
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こ
の
こ
と
を
基
本
と
し
て
今
後
の

水
行
政
の
転
換
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

同
時
に
、
先
進
地
視
察
や
研
究
者

を
招
い
て
の
学
習
会
、
ま
た
、
市
民

へ
の
環
境
教
育
講
座
を
開
催
し
て
は

ど
う
か
。

答
将
来
に
わ
た

っ
て
、
地
下
水
を

ホ
l
ム
ポ
ン
プ
で
飲
み
続
け
た
い
と

よ
く
い
わ
れ
る
が
、
地
下
水
は
降
雨

降
雪
等
の
気
象
条
件
に
大
き
く
左
右

さ
れ
、
画
養
量
の
減
少
と
使
用
量
の

増
大
と
い
う
現
象
が
広
が

っ
て
き
て

い
る
。
昨
年
末
、
市
街
地
で
発
生
し
た
地

下
水
の
汚
染
や
井
戸
枯
れ
等
を
将
来

に
お
い
て
防
ぎ
通
せ
る
か
ど
う
か、

疑
問
で
あ
る
。

地
下
水
の
保
全
は
極
め
て
大
事
で

あ
る
が
、
水
源
が
乏
し
く
、
画
養
す

る
水
が
大
野
市
に
な
い
こ
と
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
将
来
、
不

測
の
事
態
が
起
き
る
可
能
性
も
あ
り

得
る
。
そ
の
た
め
、
衛
生
的
で
安
全

な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に

は
、
水
道
施
設
の
設
置
は
必
要
で
あ

り
、
ま
た
、
近
代
的
文
化
生
活
の
中

で
は
、
上
下
水
道
に
よ
る
環
境
整
備

は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
責

任
と
し
て
計
画
立
案
を
し
、
市
民
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
、

実
施
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
行
い
、
南
部
上
水
道

の
二
の
舞
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
、
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

水
問
題
に
つ
い
て
は
、
専
門
学
者

を
招
い
て
の
学
習
会
も
三
回
開
い
て

お
り
、
住
民
の
方
々
と
は
講
座
と
か

学
習
会
等
で
い
ろ
ん
な
解
説
を
す
る

な
ど
の
対
応
を
し
て
き
て
い
る
。

今
回
の
選
挙
を
顧
み
て

問
今
回
の
選
挙
ほ
ど
恥
ず
か
し
く

悲
し
い
選
挙
は
、
い
ま
だ
か

つ
て
経

験
し
た
こ
と
が
な
い。

地
域
・
団
体
・
組
織
に
し
ば
ら
れ

た
選
挙
、
運
動
期
間
中
の
狩
り
出
し
、

締
め
付
け
、
お
願
い
の
連
呼
、
怪
文

書
、
な
ど
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
選
挙
に
は
立

会
討
論
会
を
開
催
し
た
ら
ど
う
か
。

答

今

回

の
市
長
選
挙
は
六
名
が
立

候
補
者
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
選
挙
と
な
っ

た
。

市
民
に
ど
う
影
響
す
る
か
大
変
心

配
し
た
が
、
有
権
者
各
位
が
そ
れ
ぞ

れ
冷
静
に
選
挙
を
見
極
め
て
投
票
さ

れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

立
会
演
説
会
は
、
昭
和
五
十
八
年

の
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
廃
止

さ
れ
た
。

し
か
し
、
選
挙
民
に
候
補
者
の
主

張
を
十
分
聞
い
て
も
ら
う
た
め
に
、

可
能
な
限
り
公
共
施
設
を
個
人
演
説

会
場
と
す
る
方
向
で
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。
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番

号

件

請

願

二

号

地
下
水
汚
染
に
関
す
る

請
願
書

陳

情

八

号

市
道
の
拡
幅
、
橋
梁
の

改
良
に
つ
い
て

陳

情

九

号

農
業
集
落
排
水
事
業
に

つ
い
て

陳

情

十

号

市
道
の
編
入
に

つ
い
て

陳
情
十
一
号

市
道
の
認
定
に
つ
い
て

陳
情
十
二
号

施
設
の
改
築
に
よ
る
応

分
の
援
助
に
つ
い
て

陳
情
十
三
号

にらし
つび尿
いに浄
て契化
約槽
のの
見入
直札
しな

名

不
採
択

提

出

者

結

果

下
庄
地
区
区
長
会
長

長

谷

川

久

採

択

柿
ケ
島
区
長

山
村
清
治

継
続
審
査

森
鈴政
木地

利害
夫""-
長

採

択

中
野
二
丁

目

区

長

良

西

田

弘

外

五

名

一

主

択

新
庄
区
長

広
作
謙
治

採

択

大
野
和
光
園
理
事
長

石
蔵

一
郎

採

択

北
陸
水
質
管
理
保
障

代
表
取
締
役

中
村
雄
次
郎



温
泉
掘
削
事
業
の

進
ち
よ
く
状
況
に
つ
い
て

問
リ
ゾ
ー
ト
関
連
で
進
め
ら
れ
て

い
る
、
蓑
道
の
「
湯
ノ
谷
」
に
お
け

る
温
泉
掘
削
の
現
状
に
つ
い
て
報
告

願
い
た
い
。

答
昨
年
の
十
一
月
三
十
日
に
始
動

式
を
行
い
、
約
一
千
メ
ー
ト
ル
掘
る

計
画
で
進
め
て
い
る
。

当
初
は
元
年
度
内
に
完
成
の
予
定

で
契
約
し
た
が
、
工
期
延
長
に
伴
い
、

予
算
を
本
年
度
に
繰
り
越
し
た
。

工
期
が
遅
れ
た
の
は
、
機
械
の
処

理
、
パ
イ
プ
の
付
け
替
え
、
湧
水
の

処
理
等
の
た
め
掘
削
不
能
の
日
が
長

市議会議員補欠選挙

村西利栄氏(社会党)が当選

(育野町409・51歳)

6月17日執行の大野市長選挙と

同時に行われた、市議会議員補欠

選挙で村西利栄氏が当選しました。

/ 

村西議員

期
に
わ
た
っ
た
の
が
原
因
で
あ
る
。

現
在
の
深
度
は
七
百
五
十
二
メ
ー

ト
ル
で
、
や
っ
と
温
泉
を
探
る
地
質

の
亀
裂
帯
に
到
達
し
た
。

七
百
メ
ー
ト
ル
で
大
体
三
十
五
度

の
温
度
で
、
こ
れ
か
ら
一
千
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
聞
に
温
泉
湧
水
が
あ
る
と

期
待
を
し
て
い
る
。

各
審
議
会
委
員
の
女
性

登
用
に
つ
い
て

問
女
性
の
新
し
い
感
性
を
行
政
の

中
に
生
か
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
、
各
種
の
審
議
会
・
委
員
会
に
お

け
る
女
性
の
委
嘱
状
況
と
今
後
の
考

え
方
を
聞
き
た
い
。

答
現
在
、
委
嘱
し
て
い
る
各
種
審

議
会
等
の
委
員
総
数
は
八
百
四
十
八

人
で
、
そ
の
う
ち
女
性
は
八
十
六
人

で
あ
る
。

特
に
、
環
境
の
保
全
等
の
問
題
は
、

女
性
の
立
場
で
の
意
見
・
協
力
が
重

要
と
な
る
の
で
、
今
後
の
各
種
審
議

会
委
員
の
委
嘱
替
え
に
当
た
っ
て
は
、

積
極
的
に
婦
人
の
委
嘱
を
行
う
よ
う

努
め
た
い
。

住
民
の
行
政
参
加
に
つ
い
て

問
市
民
が
行
政
の
一
部
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
意
識
も
高

ま
り
、
市
政
も
円
滑
に
進
展
す
る
と

考
え
る
。

住
民
の
行
政
参
加
に
つ
い
て
、
基

本
的
に
は
ど
う
考
え
る
か
、
ま
た
、

そ
の
方
策
は
ど
う
か
。

答
行
政
は
財
源
的
に
も
限
度
が
あ

る
の
で
、
き
れ
い
な
町
、

美
し
い
町

に
す
る
た
め
に
は
、
住
民
の
積
極
的

参
加
が
必
要
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、
率
直

な
話
し
合
い
の
な
か
で
協
力
を
願
い

た
い
。
今
後
は
、
特
に
女
性
の
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
住
民
参
加
の
制

度
・
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

こ
う
し
た
こ
と
に
十
分
配
慮
し
て

こ
れ
か
ら
市
民
挙
げ
て
行
政
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
が
第
三
次

基
本
構
想
で
の
考
え
方
で
あ
る
。

上
水
道
の
財
政
負
担
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

問
①
上
水
道
会
計
の
収
入
額
お
よ

び

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
の
累
計

は
、
い
く
ら
と
な
る
か
。

②
今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
る
繰
入

金
の
対
策
は
ど
う
か
。

③
水
資
源
の
有
効
的
な
利
用
と
下

水
道
料
金
算
定
の
た
め
に
も
、
メ
ー

タ
ー
器
の
取
り
付
け
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答
①
昭
和
五
十
四
年
か
ら
平
成
元

年
ま
で
の
収
入
累
計
額
は
二
億
七
百

五
十
八
万
三
千
五
百
五
十
五
円
、
一

般
会
計
よ
り
の
繰
入
額
は
六
億
四
千

五
百
八
十
七
万
九
千
七
百
八
十
七
円

で
あ
る
。

水
の
使
用
量
は
、
五

十
四
年
当
時
と
比
べ
て
、

平
成
元
年
度
に
は
、
総

有
水
収
量
が
十
万
四
千

三
百
リ
ッ
タ
ー
と
、
約

=
了
八
倍
と
な
り
、
加

入
戸
数
も
八
百
二
十

一

戸
で
、

百
三
十
六
戸
増

え
て
い
る
。

②
現
在
ま
で
に
一
般

会
計
よ
り
約
七
億
円
程

テ
ン

度
を
補
填
し
て
き
て
い

る
が
、
こ
れ
は
使
用
量

が
上
が
ら
ず
、
料
金
収

入
が
少
な
い
た
め
で
、

今
後
加
入
促
進
や
区
域
の
拡
大
を
図

り
、
ま
た
、
公
共
施
設
等
に
も
で
き

る
だ
け
使
用
し
て
い
く
。

平
成
二
年
度
の
見
通
し
は
、
鍬
街

地
区
等
が
今
年
度
か
ら
本
格
的
な
料

金
体
制
に
入
る
の
で
、

一
般
会
計
か

ら
の
持
ち
出
し
額
は
減
少
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

③
メ
ー
タ
ー
制
は
、
地
下
水
利
用

者
か
ら
料
金
ま
た
は
協
力
金
を
徴
収

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
下
水
使
用

量
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
目

的
で
あ
り
、
節
水
と
い
う
立
場
か
ら

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
、
法
的
に
は
私
権
と
公
共

の
福
祉
と
の
整
合
性
の
問
題
、
ま
た
、

条
例
化
し
て
も
拘
束
力
が
な
く
、
実

効
が
伴
わ
な
い
の
で
、
メ
ー
タ
ー
制

を
採
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
思
わ

れ
る
。

廃
品
回
収
に
お
け
る
助
成

に
つ
い
て

( 5 ) 

問

小

・

中
学
校
の
P
T
A
や
子
供

会
が
組
織
の
活
動
経
費
に
当
て
る
た

め
、
廃
品
回
収
事
業
を
年
に
何
回
か

実
施
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
団
体
に
対
し
て
も
助
成

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
現
在
、
空
ビ
ン
回
収
に
つ
い
て

は
、
協
力
地
区
や
婦
人
会
等
に
対
し
、

キ
ロ
当
た
り
四
円
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
ゴ
ミ
の
資
源
化
と
い
う
こ
と
で
は

同
じ
活
動
な
の
で
、
今
後
は
こ
の
空

ピ
ン
回
収
助
成
制
度
と
あ
わ
せ
て
、

古
紙
そ
の
他
の
回
収
に
つ
い
て
も
助

成
措
置
を
検
討
し
た
い
。



道
路
舗
装
の
地
元
負
担

廃
止
に
つ
い
て

彰表
北信越市議会議長会

全国市議会議長会

員

員

員

員

議

議

議

議

人

雄

蔵

夫

< 1 5年表彰〉
西川文

安田武

金森幸

栄正

資
源
、

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

岡
市
道
は
、
市
が
責
任
を
持
っ
て

管
理
運
営
に
当
た
る
べ
き
で
あ
り
、

年
間
で
四
十
二
万
九
千
円
ば
か
り
の

歳
入
し
か
見
込
ん
で
い
な
い
道
路
舗

装
の
地
元
負
担
は
、
廃
止
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
全
県
的
に
み
て
他
市
は
ほ
と
ん

ど
負
担
ゼ
ロ
と
い
う
状
況
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

当
市
で
は
、
一
時
は
三
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
負
担
を
お
願
い
し
た
個
所
も

あ
り
、
今
、
即
刻
こ
れ
を
廃
止
す
る

こ
と
は
公
平
の
面
で
難
し
い
。

今
後
、
農
道
と
市
道
と
の
バ
ラ
ン

ス
の
問
題
、
住
宅
地
と
非
住
宅
地
の

市
道
の
取
り
扱
い
、
辺
地
と
市
街
地

の
密
集
地
帯
と
の
区
分
の
問
題
等
を

調
整
し
て
検
討
し
た
い
。

噌

-

問
今
日
ま
で
の
日
本
の
社
会
に
は
、

後
始
末
の
姿
勢
が
欠
け
て
い
た
。

市
の
ゴ
ミ
問
題
は
毎
日
出
る
ゴ
ミ

処
理
が
中
心
で
、
そ
の
施
設
の
改
善

に
焦
点
が
向
い
て
い
る
。

ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資
源
化
は
単
に

女
性
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
熟
年
者

の
能
力
を
活
用
し
て
、
大
野
を
優
れ

た
庁
リ
サ
イ
ク
ル
都
市
庁
に
発
展
さ

せ
る
気
持
ち
は
な
い
か
。

ま
た
、
役
所
の
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル

を
今
後
試
み
る
積
り
は
な
い
か
。

答
最
近
、
ゴ
ミ
の
搬
入
量
は
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
現
有
ゴ
ミ
処
理

施
設
の
稼
働
能
率
が
低
下
し
て
き
て

い
る
現
状
で
あ
る
。

特
に
、
粗
大
ゴ
ミ
処
理
施
設
に
つ

い
て
は
、
近
い
将
来
予
算
化
し
て
施

設
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

市
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
つ
い

て
は
、
現
在
空
ピ
ン
回
収
に
協
力
を

得
て
い
る
が
、
ゴ
ミ
の
減
量
と
い
う

こ
と
で
成
果
が
あ
る
の
で
、
継
続
し

て
い
く
。

最
近
、
役
所
の
古
紙
そ
の
他
の
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
が
各
市
で
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
省
資
源
と
森
林
資
源
保
護

の
観
点
か
ら
、
職
員
の
意
識
を
高
め

て
節
減
を
図
る
と
い
う
こ
と
が
基
本

で
あ
る
。

市
役
所
で
も
年
間
約
十
五
ト
ン
程

度
の
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

再
生
紙
の
利
用
を
実
施
す
る
方
向
で

こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

問
若
者
の
定
住
・
定
着
化
の
第
一

要
件
は
、
若
者
が
望
む
企
業
の
誘
致

に
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
大
野
市
の
地
域
経
済
の
活
性
化

に
は
、
若
者
の
定
住
・
定
着
化
と
市

民
の
所
得
向
上
が
重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
企
業
誘
致
が
不
可
欠
で

あ
る
か
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

工
業
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
阪
谷
・
富
田
の
両
地
区
に
土

地
提
供
の
協
力
を
要
請
し
、
交
渉
中

で
あ
る
。

用
地
交
渉
は
、
近
年
難
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
地
権
者
の
協
力
を
得
て
、

企
業
誘
致
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

-
産
業
経
済
委
員
会

O
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

大
野
市
農
協
等
よ
り
提
出
さ
れ
て

い
た

「
平
成
二
年
度
米
穀
対
策
に
関

す
る
意
見
書
L

の
政
府
関
係
機
関
へ

の
提
出
依
頼
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

農
業
情
勢
か
ら
見
て
、
ぜ
ひ
と
も
提

出
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
の

一
致

を
み
、
市
会
案
と
し
て
本
会
議
に
上

程
し
た
。

-
教
育
民
生
委
員
会

O
公
害
対
策
費
に
つ
い
て

昨
年
末
、
基
準
値
を
超
え
て
検
出

さ
れ
た
有
機
塩
素
溶
剤
の
汚
染
源
の

土
壌
の
入
れ
替
え
の
予
算
に

つ
い
て

は
評
価
で
き
る
が
、
そ
の
執
行
に
当

た
っ
て
は
、
専
門
家
の
意
見
を
求
め

て
、
処
分
の
方
法
等
に
つ
い
て
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

O
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
建
設
工
事
の
入

札
に
つ
い
て

こ
の
入
札
に
つ
い
て
は
、

四
つ
の

事
業
に
対
し
、
入
札
に
参
加
し
た
四

事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
受
注
す
る
結
果

と
な
っ
た
こ
と
は
、
市
民
の
聞
に
い

ろ
い
ろ
な
憶
測
を
生
み
、
誠
に
遺
憾

で
あ
る
。

「
李
下
に
冠
を
正
さ
ず
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
の
と
お
り
、
今
後
は
あ
ら

ゆ
る
入
札
に
つ
い
て
、
市
民
の
疑
惑

を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
厳
正
の

上
に
も
厳
正
を
期
し
て
ほ
し
い
。

-

建

設

委

員

会

O
陳
情
に
つ
い
て

柿
ケ
島
区
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
た

リ
ョ
ウ

陳
情

「
市
道
の
拡
幅
、
橋
梁
の
改
良

に
つ
い
て
」
は
、
橋
梁
の
架
け
替
え

に
よ
り
市
道
が
現
在
よ
り
大
幅
に
高

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

地
元
協
議
や
技
術
的
工
法
が
さ
ら
に

必
要
で
あ
る
と
し
て
、
継
続
審
査
と

し
た
。

O
中
部
縦
貫
自
動
車
道
に
つ
い
て

中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
北
陸
と
中

京
圏
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
重
要
路
線

で
あ
り
、
本
路
線
福
井
工
区
の
全
線

開
通
は
大
野
市
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
で
あ
る
。

当
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の
早
期

実
現
の
た
め

「中
部
縦
貫
自
動
車
道

の
早
期
実
現
に
関
す
る
意
見
書
」
を

市
会
案
と
し
て
本
会
議
に
上
程
し
、

関
係
官
庁
に
送
付
す
る
こ
と
に
意
見

の
一
致
を
み
た
。

( 6 ) 


